
四

、

/

、

九

世

紀

の

カ

シ

ユ
ミ

l
ル
仏
教
事
情

一
、
は
じ
め
に

カ
シ
?
、
、
l
ル
は
、
イ
ン
ド
北
部
山
岳
地
帯
の
渓
谷
地
で
あ
り
、
古
代
に

仏
教
が
栄
え
た
ば
か
り
で
な
く
、
仏
典
結
集
の
地
と
し
て
も
名
高
い
。
し
か

し
現
在
で
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
住
民
の
七

O
%を
占
め
、
仏
教
徒
は
一
・
四

克
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
地
に
お
け
る
仏
教
の
伝
播
か
ら
衰
退
ま
で
を
、
カ
シ

ナミ

l
ル
の
歴
史
書
、
カ
ル
ハ
ナ
作
『
ラ
ー
ジ
ャ
タ
ラ
ソ
ギ

=
l
ハ
以
下

ハ
1
〉

『
R
・
T
・
』
と
省
略
)
』
を
中
心
に
考
察
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
段
階
を

経
た
こ
と
が
わ
か
る
。

第
一
段
階
仏
教
伝
播
と
そ
の
繁
栄
ハ
紀
元
前
三
世
紀

t紀
元
後
三
世
紀
)

第
二
段
階
仏
教
の
浸
透
と
拡
散
(
四

t
九
世
紀
〉

第
三
段
階
仏
教
の
衰
退
ハ
十
J
十
四
世
紀
)

円

2
〉

こ
の
う
ち
第
一
段
階
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
発
表
を
お
こ
な
っ
た
が
、
こ

こ
で
そ
の
概
略
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

仏
教
は
、
マ
ウ
リ
ヤ
王
朝
時
代
に
カ
シ
ユ
句
、
、

1
ル
ヘ
伝
播
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
『
R
・
T
・
』
に
は
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
仏
典
な
ど
か
ら
考
え
る

と
、
こ
の
地
の
伝
道
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
マ
柑
ヱ
ジ
ャ
ソ
テ
ィ

カ
と
い
う
仏
僧
ら
し
い
。
ヵ
シ
ナ
ミ
l
ル
に
は
・
も
と
も
と
ナ
1
ガ
ハ
凶
剛
容
H

蓮

龍

子

沼

蛇
)
神
信
仰
が
あ
り
、
仏
教
伝
播
後
も
引
続
き
信
仰
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

宗
教
に
覚
容
な
F
シ
ャ
l
ナ
王
朝
の
下
で
信
徒
を
増
や
し
て
い
っ
た
仏
教
は
、

住
民
に
ナ
I
ガ
の
儀
式
を
や
め
さ
せ
、
こ
の
土
着
信
仰
に
圧
迫
を
加
え
た
。

ナ
l
ガ
信
仰
は
勢
力
の
回
復
を
は
か
り
、
ゴ

l
ナ
ン
デ
ィ
I
ヤ
王
朝
の
創
始

者
ゴ

l
ナ
ン
ダ

E
世
の
時
代
に
儀
式
を
復
活
さ
せ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
両
宗

教
は
激
し
く
対
立
し
、
為
政
者
の
支
持
を
得
ょ
う
と
し
の
ぎ
を
け
ず
り
な
が

ら
も
、
カ
シ
?
ミ
I
ル
の
地
で
共
存
し
て
い
た
。

以
上
が
前
稿
の
要
約
で
あ
る
が
、
本
橋
で
は
、
仏
教
を
と
り
ま
く
状
況
が

そ
の
後
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

二
、
ク
シ
ャ

l
ナ
王
朝
以
降
、
カ
ー
ル
コ

1
タ
王
朝

成
立
前
ま
で
の
仏
教

カ
シ
晶
、
、
、
l
ル
建
国
か
ら
十
二
世
紀
ま
で
の
王
統
史
を
綴
っ
た
『
R
・T
・』

は
、
宮
廷
詩
人
カ
ル
ハ
ナ
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
美
文
体
詩
の
形
式
を
と
る
歴

史
書
で
あ
る
が
、
『
R
・
T
・
』
全
八
章
の
う
ち

I
l
u章
、
つ
ま
り
十
世
紀
ハ

sv

ま
で
は
記
述
が
筒
潔
す
ぎ
、
そ
の
上
伝
説
的
記
事
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
期
間
の
王
朝
の
う
ち
、
ク
シ
ャ

l
ナ
第
二
王
朝
ハ
紀
元
後
二

t
一一一世紀

頃
)
と
カ
l
ル
コ

l
タ
王
朝
〈
六
二
二
年
頃

t
八
五
五
年
頃
〉
は
、
中
国
史

11 



料
な
ど
か
ら
ほ
ぼ
正
確
な
年
代
が
決
定
さ
れ
る
が
両
王
朝
聞
の
約
四

0
0年

聞
に
興
っ
た
諸
王
朝
に
つ
い
て
の
記
事
は
信
湿
性
が
薄
い
と
考
え
ら
れ
る
。

〈

4
V

一
二
七
年
以
降
、
中
国
は
葱
嶺
以
西
と
交
渉
を
絶
っ
た
た
め
、
四

t
七
世
紀

の
カ
シ
晶
、
、
、
l
ル
地
方
の
事
情
を
記
し
た
史
料
は
数
え
る
程
し
か
な
い
が
、

『
R
・
T
・
』
を
中
心
に
こ
の
時
期
の
政
治
情
勢
及
び
仏
教
の
動
態
を
総
体
的

に
み
て
い
こ
う
と
思
う
。

ω
政
治
的
背
景

『
R
・
T
・
』
に
よ
る
と
、
タ
シ
ャ

l
ナ
第
二
王
朝
の
三
人
の
王
〈
フ
シ
a

ヵ
、
ジ
ュ
シ
ュ
ヵ
、
ヵ
ニ
シ
ュ
カ
)
の
次
に
ア
ピ
マ
ユ
ユ

I
世
が
即
位
し
た

と
い
う
。
こ
の
王
は
F
シ
ャ

l
ナ
王
家
の
者
で
は
な
く
、
王
朝
の
あ
と
を
う

ハ
sv

け
て
カ
シ
?
ミ
l
ル
を
支
配
し
た
一
地
方
の
主
で
あ
る
ら
し
い
。
そ
の
後
、

ゴ
l
ナ
ン
ダ

E
世
に
よ
っ
て
ゴ
I
ナ
ン
デ
ィ

l
ヤ
王
朝
が
聞
か
れ
、
一

O
O

GONANDiYA王朝

年毘1
u
n
S
E
a
A
U
E
U
A
U
A
U
A
U

勾，
A
u
n
u
内

a
n
O
A
u
o
a
A
u
n
u
n
u
n
g
p
o
a
a
z

聞

5

3

3

3

4

6

3

3

6

6

6

6

3

5

6

6

6

5

3

3

期位在

第一表

Gonanda III 

Vibhi~al}a I 

Indrajit 

Ravana 

Vibhi~al1a II 

Nara I (KiJpnara) 

Siddha 

Utpalãk~a 

Hiral}.y量ksa

Hira事yakula

Vasukula 

Mihirakula 

Baka 

K，itinanda 
Vasunanda 

Nara II 

A~a 

Gopaditya 

Gokarna 

Khinkhi1a-Narendraditya 
Yudhisthira 二

年
間
に
ニ

O
人
の
王
が
交
替
す
る
。
こ
の
王
朝
は
一
時
期
跡
絶
え
、
主
家

以
外
の
者
が
一
九
二
年
間
政
権
を
担
当
す
る
。
し
か
し
ゴ

l
ナ
γ
デ
ィ

1
ヤ

王
家
が
再
び
そ
れ
を
奪
取
し
、
後
ゴ

l
ナ
ン
デ
ィ

1
ヤ
王
朝
が
成
立
す
る
。

以
上
の
王
位
継
承
と
各
王
の
統
治
期
聞
は
第
一
表
に
一
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

こ
れ
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
伝
承
に
は
種
々
の
疑
問
点
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

ωタ
シ
ャ
l
ナ
第
二
主
朝
か
ら
一
七
八
三
年
経
過
し
て
カ
l
ル

コ
l
タ
王
朝
が
成
立
す
る
点
、
伺
ゴ

1
ナ
ン
デ
ィ
l
ヤ
王
朝
の
グ
ィ
ピ

1
シ

ャ
ナ

I
世、

E
世
、
ィ

γ
ド
ラ
ジ
ッ
ト
、
ラ
1
ヴ
ァ
ナ
は
『
R
・
T
・
』
の
中

で一

l
ニ
句
で
し
か
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
王
の
名
は
明
ら
か
に

叙
事
詩
か
ら
と
ら
れ
て
王
統
譜
に
い
れ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
点
、

ωま
た
、

後
ゴ

l
ナ
y
デ
ィ

I
ヤ
王
朝
の
ラ
ナ
l
デ
ィ
テ
ィ
ヤ
が
三

0
0年
間
統
治
し

た
と
書
か
れ
て
い
る
点
な
ど
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
王
に
つ
い
て
の
年
代

n
a

。，“
n
o

。。
"
'
n
'

O
O
情

。

の

O

の
o
a
a
τ

Pratapaditya I 

Jalaukas 

Tunjina I 

Vijilya 

Jayendra 

E初pdhimati-，五ryaraja

12 

a
-
-
n
u
A
U
a
a
z
《

υ
n
v
e
a
A
U
の
4

作

0

3

3

3

6

3

1

m

副

4

3

RESTORED GONANDiYA王朝

Megbavabana 

きre?3basena-pzavam--zJaI 
Hira事ya，with Tor師事事a
Mat!"gupta 

Pravarasena II 

Yudhi~thira II 

Lahkha9a-Narendraditya 

Ra'}adhi tya 

Vidramaditya 

B轟I五ditya

KARKOTA主鵬へ


















